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オペラ／音楽劇研究所 

所長 荻野静男（政治経済学術院 教授） 

 

研究活動概要 

 2022 年度は前年度に引き続き、オンラインによる研究月例会開催により、研究所活動の安定的持続を可能とした。内容関連

国を見てみると、本場イタリア、フランス、ドイツ、オーストリア、ハンガリー、チェコ、スペインの中西南欧諸国にとどまらず、ロシア、それに

新大陸アメリカおよび東アジアの日本があげられる。また今年度の研究イベントの内容を通時的に見てみれば、それは 18 世紀前半

のバロック・オペラから 20 世紀の第一次世界大戦後のオペラにまで及んでいる。12 月のグルック・シンポジウムは、小野講堂における

会場ならびに YouTube 中継でのオンラインによる催しで、研究所としては初のハイブリッド開催によるイベントとなった。多彩な研究

発表のみならず、歌手とピアノによる実演も加えたかかるイベントを完遂できたことは、シンポジウム登壇者にとり、今後の活動のため

の大きな自信となった。と同時にまた、多くのノーハウも獲得できた。本シンポは会場参加者および 100 名を超える全国各地からの

オンライン参加者双方から、高い評価を得た。 12 月例会では、北海道からオンラインにて大矢未来氏の発表があった。リヒャルト・

シュトラウスの《薔薇の騎士》の演出史について、多数の貴重な画像の提示を含む非常に充実した内容のプレゼンテーションが行わ

れた。 

 

特に有意義と考える活動、成果等 

◇題目：20 世紀後半のドイツ語圏における《薔薇の騎士》

演出の変遷について 

◇発表者：大矢 未来 

◇所属機関：株式会社コンベンションリンケージ 

◇日時：2022 年 12 月 3 日（土）16：30 – 18：00 

◇会場：オンライン開催 

◇言語：日本語 

本発表では、リヒャルト・シュトラウスによる《薔薇の騎士》

（1911 年初演）に焦点をあて、20 世紀後半のオペラ演

出の変遷の一端を明らかにすることを目的とする。台本作者

であるフーゴ―・フォン・ホーフマンスタール自らが携わった本作

の初演の演出は「マリア・テレジア時代のウィーン」という台本

上の時代設定を忠実に反映したものとして、初演から100年

以上を経た現在でもオペラ演出史上の金字塔とされる。その

演出の変遷に着眼した論考は少なくないものの、本作の演

出が文字通り初演に忠実に上演され続けていたわけではな

い。本発表では、20 世紀後半の複数の演出を取り上げ、そ

の相互の影響関係や当時のオペラ演出に関する論評も時代

背景として踏まえつつ、その比較分析と批評の分析を行う。ザ

ルツブルクやヴィーンでは 1960 年代まで変化がない一方で、

戦後の財政難を背景に本作の演出の視覚的な側面に変化

が生じている。1960 年代後半には、台本通りの設定の 18

世紀ではなく、19 世紀に時代設定を変更した演出も現れ始

めている。分析から初演の演出で示された要素が後続の演

出で多様な形で展開されていることを示す。 

 

 



その他の活動、成果等 

 今年度は 8 度の研究月例会の他に、12 月にグルックのシンポジウムを開催した。詳細は次のウェブサイトを参照されたい：早稲

田大学総合研究機構オペラ／音楽劇研究所 https://w3.waseda.jp/prj-opera-mt/ 

日付 発表者名 所属機関 内容関連国 言語 題目 

2022. 04. 09 加藤 恵哉 東海大学 ドイツ 日本語 ワーグナー《恋愛

禁制》におけるイザ

ベラと「ピューリタン

的偽善」への反抗 

2022. 05. 14 森 佳子 早稲田大学 フランス 日本語 19 世紀パリのグラ

ンド・オペラとメディ

ア 

2022. 06. 18 平野 恵美子 中京大学 ロシア、フランス 日本語 19 世紀ロシアにお

けるグランド・オペラ

とバレエ 

2022. 07. 16 辻 昌宏 明治大学 オーストリア、イタリ

ア 

日本語 バロック・オペラ vs 

ロマンティシズム―

《オリンピアデ》にお

ける友情と恋愛 

2022. 10. 01 岡本 佳子 神戸大学 ハンガリー、日本 日本語 サーントー・ティヴァ

ダ ル に よ る オ ペ ラ

《 台 風 》

（1924）におけ

る「日本風」場面

の描写 

2022. 11. 05 大西 由紀 大東文化大学 日本 日本語 大団円はオペラ座

で―日本の洋楽

系音楽劇受容の

初期において繰り

返し使用されたプ

ロットについて 

2022. 12. 18 坂巻彩華、大崎さ

やの、森立子、萩

原里香、大河内 

文恵、吉江秀和、

森本頼子、荻野 

静男、（コメンテー

ター）江口大輔 

桐朋学園大学、

東京藝術大学、

日本女子体育大

学、武蔵野音楽

大学、東京藝術

大学附属高校、

杏林大学、名古

屋音楽大学、早

稲田大学、早稲

田大学 

オーストリア、イタリ

ア、フランス、ドイ

ツ、ロシア、スペイ

ン、アメリカ、チェ

コ、イギリス 

日本語 グルック・シンポジウ

ム オペラ《オルフェ

ーオとエウリディーチ

ェ》とその周辺 オ

ペラ・アリアの実演

付き 

2023. 01. 21 笠原 真理子 東京大学 フランス 日本語 オペラにおける香り

の演出―マスネの

《タイス》を題材に

― 

・外部資金として科研費も数件取得しており、安定した研究を行うことができた。 

以 上 


